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　蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
あ
た
り

前
の
よ
う
に
出
て
く
る
水
。
飲

料
水
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
台

所
や
風
呂
、
ト
イ
レ
な
ど
私
た

ち
の
く
ら
し
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
で
あ
る
「
水
道
」
の

水
源
は
、
山
間
の
湧
き
水
や
、

深
井
戸
を
掘
る
な
ど
し
て
確
保

し
た
町
内
17
箇
所
に
あ
り
、
滅

菌
（
消
毒
）
を
し
て
み
な
さ
ん

の
家
庭
に
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
蛇
口
か
ら
出
て
く
ら
し

に
密
着
し
た
水
は
、
石
け
ん
や

洗
剤
、
調
理
く
ず
な
ど
と
と
も

に
汚
水
と
な
り
下
水
道
を
通
っ

て
処
理
場
へ
運
ば
れ
、
浄
化
し

て
川
へ
流
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
町
で
は
、
自
然

の
恵
み
で
あ
る
美
し
い
水
を
守

り
、清
ら
か
な
水
環
境『
水
の
循

環
』
を
保
つ
た
め
、
ま
た
、
み

な
さ
ん
に
安
全
安
心
で
お
い
し

い
水
を
お
届
け
し
、
衛
生
的
に

暮
ら
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
上
下
水
道
の
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
施
設
の
規
模
及
び

　
　
　
　普
及
の
状
況
■

【
水
道
】

　江
府
町
が
管
理
す
る
給
水
区

域
は
15
区
域
で
、
水
源
地
が
17

箇
所
、
配
水
池
は
14
箇
所
あ
り

ま
す
。
定
期
的
に
き
め
細
や
か

な
水
質
検
査
を
行
い
、
水
の
安

全
性
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　給
水
人
口
は
３
，
３
７
６
人
、

普
及
率
は
98
・
80
％
で
す
。

（
平
成
24
年
３
月
末
現
在
）

　
【
下
水
道
】

　江
府
町
の
生
活
排
水
処
理
は
、

農
業
集
落
排
水
、
林
業
集
落
排

水
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
、
合
併
処
理
浄
化
槽
に
よ
り

区
域
別
に
行
っ
て
い
ま
す
。
普

及
状
況
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

（
平
成
24
年
３
月
末
現
在
）

水
洗
化
率
は
、
全
て
の
生
活
雑

排
水
を
、
接
続
率
は
一
部
で
も

下
水
道
に
接
続
し
て
い
る
場
合

を
言
い
ま
す
。

〜
い
つ
で
も
安
全
安
心
お
い
し
い
水
、
快
適
な
く
ら
し
の
た
め
に
〜

【
下
水
道
】

　下
水
道
事
業
に
は
３
つ
の
特

別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、

杉
谷
地
区
の
処
理
場
と
一
部
管

路
の
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
の
２
会
計
は
、
主
に
処

理
施
設
や
管
路
の
適
切
な
維
持

管
理
を
行
う
た
め
の
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

■
給
水
料
と
使
用
料
■

　給
水
料
は
、
量
水
器
の
口
径

に
よ
り
基
本
料
金
と
超
過
料
金

を
次
の
よ
う
に
設
定
し
て
い
ま

す
。
（
消
費
税
別
）

　ま
た
、
下
水
道
は
、
基
準
額

の
均
等
割
が
１
，
８
０
０
円
、

人
数
割
一
人
当
た
り
が
３
９
０

円
で
、
こ
の
合
計
額
に
１
．
０

５
を
乗
じ
た
も
の
が
使
用
料
と

な
り
ま
す
。
毎
月
末
に
水
道
メ

ー
タ
ー
の
検
針
を
行
い
、
左
の

「
お
知
ら
せ
」
で
各
世
帯
等
に

料
金
を
通
知
し
て
い
ま
す
。
こ

の
お
知
ら
せ
で
「
い
つ
も
の
月

よ
り
使
用
水
量
が
多
い
」
な
ど
、

故
障
や
漏
水
を
発
見
で
き
る
例

も
あ
り
ま
す
の
で
、
毎
月
し
っ

か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
限
り
あ
る
水
資
源
と

　美
し
い
川
を
大
切
に
■

　私
た
ち
は
１
日
一
人
当
た
り
、

約
３
３
０
リ
ッ
ト
ル
も
の
水
を

使
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

飲
料
や
食
事
の
準
備
は
も
ち
ろ

ん
、
水
洗
ト
イ
レ
に
風
呂…

例

え
ば
、
３
分
間
シ
ャ
ワ
ー
を
使

う
と
約
36
リ
ッ
ト
ル
、
１
分
間

■
平
成
24
年
度

　
　予
算
の
あ
ら
ま
し
■

【
水
道
】

　簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
で

は
、
安
全
で
お
い
し
い
水
を
、

い
つ
で
も
安
定
的
に
お
届
け
す

る
た
め
、
ま
た
古
く
な
っ
た
施

設
や
水
道
管
を
更
新
す
る
工
事

を
行
う
た
め
の
費
用
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　歳
出
の
う
ち
、
水
質
や
施
設

の
維
持
管
理
を
行
う
た
め
の
一

般
管
理
費
に
は
人
件
費
も
ふ
く

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設

整
備
費
の
う
ち
主
な
も
の
は
、

昨
年
９
月
の
台
風
12
号
に
よ
り

被
災
し
た
大
河
原
地
区
の
水
道

災
害
復
旧
工
事
費
で
す
。

ホ
タ
ル
が
飛
び
、
メ
ダ
カ
が
泳
ぐ
川

　美
し
い
ふ
る
さ
と
を
未
来
へ

洗
面
・
手
洗
い
で
水
を
出
し
続

け
る
と
約
12
リ
ッ
ト
ル
、
５
分

間
水
を
出
し
て
食
器
を
洗
う
と

約
60
リ
ッ
ト
ル
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
の
く
ら
し
を

潤
し
た
こ
れ
ら
の
水
は
、
や
が

て
汚
水
と
な
っ
て
下
水
道
に
流

れ
て
い
き
ま
す
。
下
水
道
を
整

備
す
る
以
前
は
こ
の
汚
水
が
川

に
垂
れ
流
さ
れ
、
あ
ち
こ
ち
の

川
が
汚
れ
周
囲
の
衛
生
環
境
も

悪
化
し
て
い
ま
し
た
。
今
で
は

川
に
流
れ
る
の
は
浄
化
さ
れ
た

水
で
す
が
、
美
し
い
水
の
循
環

を
守
る
た
め
、
私
た
ち
に
は
生

活
排
水
を
で
き
る
だ
け
き
れ
い

な
状
態
で
流
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　水
は
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ

行
く
の
か
。
豊
か
な
自
然
か
ら

生
ま
れ
た
一
滴
の
水
が
私
た
ち

に
も
た
ら
し
て
く
れ
た
も
の
、

次
の
世
代
へ
し
っ
か
り
繋
ぎ
た

い
も
の
で
す
。

基本料金
(水量10㎥まで)

13mm

20mm

25mm

30mm

40mm

900円

1,470円

1,900円

2,400円

2,900円

10㎥を超えた、１㎥あたり

　50㎥以下　　　　　 85円

　50㎥を超え100㎥以下　105円

　100㎥を超える　　 135円

超　　過　　料　　金口径

【水道：歳入】

平成24年度簡易水道事業特別会計当初予算平成24年度下水道三特別会計
（農集・林集・特環）当初予算

町債
21,200 
町債
21,200 

給水料
39,377

手数料　4 

国県補助金
7,305 

一般会計繰入金
47,730

繰越金
2,000

雑入
4,051

【下水道：歳入】

【下水道：歳出】

町債
75,600
町債
75,600

分担金　2,781

合計　253,824

合計　121,667使用料
35,647
使用料
35,647

国県補助金
30,000

一般会計繰入金
109,175

繰越金
620

雑入1

一般管理費
59,805

施設整備費
61,084
施設整備費
61,084

償還金元金
87,211

償還金利子
45,104
償還金利子
45,104

予備費　620

水洗化率及び 下水道 関係接続率

合併処理浄化槽整
備事業

特定環境保全公共
下水道事業

農業集落排水事業

川筋、貝田、下蚊
屋、助沢、俣野、
御机、吉原、宮市
美用

林業集落排水事業

大満、美女石、大河
原、栗尾、笠良原の
全部、上記各処理
区域の内の一部

江尾、小江尾、久
連、佐川、柿原

処理区域名
地区内世帯･人口 水　洗　化　率

世帯数

507 

456 

24 

87 

1,074 3,233 904 84.2% 2,846 88.0% 923 85.9% 2,890 (89.4％)

84.9%81.8%83.6%80.1%95.0%95.2%

人口　3,404世帯数　1,128
町全体人口・世帯数
平成24年3月31日

町全体に対する比率

1,623 

1,307 

71 

232 

453 

389 

23 

39 

89.3%

85.3%

95.8%

44.8%

1,490 

1,167 

68 

121 

91.8%

89.3%

95.8%

52.2%

466 

395 

23 

39 

91.9%

86.6%

95.8%

44.8%

1,525 

1,176 

68 

121 

94.0%

90.0%

95.8%

(52.2％)

人口 水洗化世帯数 人口

接続（使用開始）率

下水接続世帯数 人口

袋原、西成

事業名

合　　計

注：農業集落排水のうち美用地区は小原集落のみ計上しています。（美用集落は平成 24年５月１日供用開始）

【水道：歳出】

一般管理費
35,535

施設整備費
33,604
施設整備費
33,604

償還金元金
34,716

償還金利子
15,812

予備費　2,000

〔いずれも　単位：千円〕
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あ
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台
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に
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さ
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た
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は
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の
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り
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道
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３
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、
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費
で
す
。

ホ
タ
ル
が
飛
び
、
メ
ダ
カ
が
泳
ぐ
川

　美
し
い
ふ
る
さ
と
を
未
来
へ

洗
面
・
手
洗
い
で
水
を
出
し
続

け
る
と
約
12
リ
ッ
ト
ル
、
５
分

間
水
を
出
し
て
食
器
を
洗
う
と

約
60
リ
ッ
ト
ル
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
の
く
ら
し
を

潤
し
た
こ
れ
ら
の
水
は
、
や
が

て
汚
水
と
な
っ
て
下
水
道
に
流

れ
て
い
き
ま
す
。
下
水
道
を
整

備
す
る
以
前
は
こ
の
汚
水
が
川

に
垂
れ
流
さ
れ
、
あ
ち
こ
ち
の

川
が
汚
れ
周
囲
の
衛
生
環
境
も

悪
化
し
て
い
ま
し
た
。
今
で
は

川
に
流
れ
る
の
は
浄
化
さ
れ
た

水
で
す
が
、
美
し
い
水
の
循
環

を
守
る
た
め
、
私
た
ち
に
は
生

活
排
水
を
で
き
る
だ
け
き
れ
い

な
状
態
で
流
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　水
は
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ

行
く
の
か
。
豊
か
な
自
然
か
ら

生
ま
れ
た
一
滴
の
水
が
私
た
ち

に
も
た
ら
し
て
く
れ
た
も
の
、

次
の
世
代
へ
し
っ
か
り
繋
ぎ
た

い
も
の
で
す
。

基本料金
(水量10㎥まで)

13mm

20mm

25mm

30mm

40mm

900円

1,470円

1,900円

2,400円

2,900円

10㎥を超えた、１㎥あたり

　50㎥以下　　　　　 85円

　50㎥を超え100㎥以下　105円

　100㎥を超える　　 135円

超　　過　　料　　金口径

【水道：歳入】

平成24年度簡易水道事業特別会計当初予算平成24年度下水道三特別会計
（農集・林集・特環）当初予算

町債
21,200 
町債
21,200 

給水料
39,377

手数料　4 

国県補助金
7,305 

一般会計繰入金
47,730

繰越金
2,000

雑入
4,051

【下水道：歳入】

【下水道：歳出】

町債
75,600
町債
75,600

分担金　2,781

合計　253,824

合計　121,667使用料
35,647
使用料
35,647

国県補助金
30,000

一般会計繰入金
109,175

繰越金
620

雑入1

一般管理費
59,805

施設整備費
61,084
施設整備費
61,084

償還金元金
87,211

償還金利子
45,104
償還金利子
45,104

予備費　620

水洗化率及び 下水道 関係接続率

合併処理浄化槽整
備事業

特定環境保全公共
下水道事業

農業集落排水事業

川筋、貝田、下蚊
屋、助沢、俣野、
御机、吉原、宮市
美用

林業集落排水事業

大満、美女石、大河
原、栗尾、笠良原の
全部、上記各処理
区域の内の一部

江尾、小江尾、久
連、佐川、柿原

処理区域名
地区内世帯･人口 水　洗　化　率

世帯数

507 

456 

24 

87 

1,074 3,233 904 84.2% 2,846 88.0% 923 85.9% 2,890 (89.4％)

84.9%81.8%83.6%80.1%95.0%95.2%

人口　3,404世帯数　1,128
町全体人口・世帯数
平成24年3月31日

町全体に対する比率

1,623 

1,307 

71 

232 

453 

389 

23 

39 

89.3%

85.3%

95.8%

44.8%

1,490 

1,167 

68 

121 

91.8%

89.3%

95.8%

52.2%

466 

395 

23 

39 

91.9%

86.6%

95.8%

44.8%

1,525 

1,176 

68 

121 

94.0%

90.0%

95.8%

(52.2％)

人口 水洗化世帯数 人口

接続（使用開始）率

下水接続世帯数 人口

袋原、西成

事業名

合　　計

注：農業集落排水のうち美用地区は小原集落のみ計上しています。（美用集落は平成 24年５月１日供用開始）

【水道：歳出】

一般管理費
35,535

施設整備費
33,604
施設整備費
33,604

償還金元金
34,716

償還金利子
15,812

予備費　2,000

〔いずれも　単位：千円〕



4平成24年７月号

まちの話題

　７
月
１
日
、
米
子
市

の
鳥
取
県
消
防
学
校
で
、

第
54
回
鳥
取
県
西
部
消

防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が

開
催
さ
れ
、
各
分
団
の

選
手
は
、
日
頃
の
練
習

成
果
を
発
揮
し
、
熱
戦

が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　「
ポ
ン
プ
車
」
の
操

法
は
、
２
栓
延
長
で
５

人
の
競
技
。
小
型
ポ
ン

プ
よ
り
も
体
力
も
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
も
必
要
で
、
全
員
の
動
作
が
ぴ
っ
た
り
合
わ
な
い

と
上
手
く
い
か
な
い
か
な
り
大
変
な
競
技
で
す
。
審
査
内
容

は
、
指
揮
者
以
下
５
名
の
隊
員
の
共
同
動
作
、
指
揮
者
、
隊

員
個
々
の
行
動
、
動
作
の
練
度
及
び
操
作
時
間
な
ど
に
つ
い

て
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　大
岩
泰
彦
消
防
団
長
は
、
優
勝
、
準
優
勝
し
た
こ
と
に
対

し
、
「
日
頃
の
練
習
が
順
位
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

団
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
集

ま
っ
て
訓
練
す
る
こ
と
自
体
が
大
変
で
す
が
、
鳥
取
県
大
会

で
も
好
成
績
を
と
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。　優

勝
の
第
１
分
団
・
準
優
勝
の
第
２
分
団
は
、
７
月
15
日
、

米
子
市
で
開
催
さ
れ
る
第
58
回
鳥
取
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大

会
に
、
県
西
部
町
村
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

第
54
回
鳥
取
県
西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

「
ポ
ン
プ
車
の
部
」
優
勝

　第
１
分
団

　
　準
優
勝

　第
２
分
団

第
54
回
鳥
取
県
西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

「
ポ
ン
プ
車
の
部
」
優
勝

　第
１
分
団

　
　準
優
勝

　第
２
分
団

　江
府
町
で
は
、
「
元
気
！
健
や
か
こ

う
ふ
育
児
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
」
で

１
歳
未
満
の
お
子
様
が
お
ら
れ
る
ご
家

庭
に
「
奥
大
山
の
水
」
を
１
か
月
に
つ

き
１
箱
を
１
年
間
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

ま
す
。
元
気
な
お
子
様
を
育
て
て
い
く

た
め
に
、
町
の
財
産
で
あ
る
「
奥
大
山

の
水
」
を
飲
ん
で
い
た
だ
き
、
さ
ら
に

子
育
て
を
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
と
の
思

い
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
「
奥
大

山
の
水
」
は
硬
度
の
低
い
軟
水
で
赤
ち

ゃ
ん
の
ミ
ル
ク
に
も
適
し
て
お
り
、
母

乳
を
与
え
る
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
も
十

分
な
水
分
補
給
を
す
る
こ
と
は
、
母
乳

分
泌
を
促
す
う
え
で
も
大
変
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
暑
く

な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
か
ら
大
人
ま

で
し
っ
か
り
水
分
を
と
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
使
っ
て
い
な

い
引
き
換
え

券
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
、

期
日
ま
で
に

ご
利
用
く
だ

さ
い
。

「
奥
大
山
の
水
」
を

　
　
　
　

 

プ
レ
ゼ
ン
ト

「
奥
大
山
の
水
」
を

　
　
　
　

 

プ
レ
ゼ
ン
ト

○
大
会
結
果

　第
１
位

　江
府
町
消
防
団
第
１
分
団

　
　
　173.5
点

　第
２
位

　江
府
町
消
防
団
第
２
分
団

　
　
　169.75
点

　第
３
位

　大
山
町
消
防
団
名
和
分
団

　
　
　152.25
点

○
「
優
秀
番
員
賞
」
受
賞
者

（
江
府
町
消
防
団
関
係
）

・
一
番
員

　江
府
町
消
防
団
第
２
分
団

　団
員

　大
岩
寛
明

・
二
番
員

　江
府
町
消
防
団
第
１
分
団

　団
員

　中
尾
祐
也

・
三
番
員

　江
府
町
消
防
団
第
２
分
団

　団
員

　伴
藤
雅
哉

・
四
番
員

　江
府
町
消
防
団
第
１
分
団

　団
員

　大
岩
俊
輔

○
出
場
し
た
隊
員

第
１
分
団

・
指

揮

者

　大
岩
一
彦
（
班
長)

・
一

番

員

　土
井
洋
三
（
団
員)

・
二

番

員

　中
尾
祐
也
（
団
員)

・
三

番

員

　森
田
祐
基
（
班
長)

・
四

番

員

　大
岩
俊
輔
（
団
員)

・
吸
管
補
助
員

　篠
村
友
紀
（
団
員)

第
２
分
団

・
指

揮

者

　池
田
健
一
（
班
長)

・
一

番

員

　大
岩
寛
明
（
団
員)

・
二

番

員

　浦
部
達
洋
（
団
員)

・
三

番

員

　伴
藤
雅
哉
（
団
員)

・
四

番

員

　道
下
尚
徳
（
団
員)

・
吸
管
補
助
員

　加
藤
邦
樹
（
団
員)

▲がんばりました!　準優勝の第2分団

▲火点の標的めがけ放水

▲プレゼントの水を受けとる親子

▲待機線に着いて開始をまつ



5 平成24年７月号

まちの話題

　江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平
成
23
年
度
に

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
赤
い
羽
根

共
同
募
金
か
ら
の
配
分
を
受
け
、
平
成
24
年
度
「
赤

い
羽
根
共
同
募
金
号
」
を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　こ
の
車
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
活
動
車
と
し
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　今
後
も
共
同
募
金
活
動
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
の

事
業
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

｢

赤
い
羽
根
共
同
募
金
号｣

が

　
　
　
　
　
　活
動
開
始

｢

赤
い
羽
根
共
同
募
金
号｣

が

　
　
　
　
　
　活
動
開
始▲赤い羽根募金号と笑顔のヘルパーさん

　６
月
５
日
（
火
）
、
牛
乳
月
間
と
父
の
日
を
前
に
全

国
酪
農
青
年
女
性
会
が
展
開
し
て
い
る
父
と
牛
乳
を
か

け
た
「
父
の
日
に
牛
乳
を
贈
ろ
う
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

一
環
と
し
て
、
大
山
乳
業
幅
田
組
合
長
と
酪
農
家
の
下

垣
さ
ん
（
美
用
）
梅
田
さ
ん
（
下
蚊
屋
）、「
カ
ウ
イ
ー

く
ん
」
の
着
ぐ
る
み
た
ち
が
役
場
を
訪
問
し
、
牛
乳
の

消
費
拡
大
を
よ
び
か
け
ま
し
た
。

　幅
田
組
合
長
は
、
「
牛
乳
は
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含

み
、
い
ら
い
ら
を
防
止
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
る
。

ス
ト
レ
ス
の
た
ま
っ
て
い
る
お
と
う
さ
ん
方
に
ぜ
ひ
飲

ん
で
い
た
だ
き
、
明
日
の
活
動
に
活
か
し
て
も
ら
い
た

い
。
ま
た
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
も
牛
乳
の
普
及
に
と

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
。
町
長
よ
り
、

「
江
府
町
と
し
て
も
牛
乳
の
加
工
品
を
奥
大
山
の
地
域

特
産
の
ひ
と
つ
と
し
て
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。
」
と

あ
い
さ
つ
を
行
い
、
み
ん
な
で
牛
乳
を
一
気
に
飲
み
ほ

し
ま
し
た
。

　６
月
８
日
（
金
）
に
江
府
町
役
場
で
ふ
る
さ
と
納
税

お
礼
商
品
の
出
発
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

　町
で
は
、
今
年
度
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
い
た
だ
い
た

方
に
お
礼
と
し
て
町
の
特
産
品
を
贈
る
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
、
今
回
第
１
回
目
の
商
品
発
送
に
あ
た
っ
て
、
町
長

や
観
光
協
会
長
、
発
送
す
る
商
品
の
生
産
者
の
方
な
ど

が
出
席
す
る
中
、
商
品
の
詰
め
込
み
を
行
な
い
ま
し
た
。

　今
回
の
出
発
式
で
は
、
奥
大
山
の
水
や
江
府
町
産
野

菜
の
詰
め
合
わ
せ
、
大
山
お
こ
わ
な
ど
の
商
品
を
、
昨

年
ま
で
に
ふ
る
さ
と
納
税
い
た
だ
い
た
方
も
含
め
15
名

の
方
に
発
送
し
ま
し
た
。

　江
府
町
を
応
援
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
お
礼
商
品

第
１
便
を
発
送
し
ま
し
た
！

ふ
る
さ
と
納
税
お
礼
商
品

第
１
便
を
発
送
し
ま
し
た
！▲関係者のみなさん

ち

　ち

▲ヤマト運輸への商品引渡し

「
父
の
日
」
に

　
　
　牛
乳
を
贈
ろ
う

「
父
の
日
」
に

　
　
　牛
乳
を
贈
ろ
う

ち

　ち

ち

　ち
▲牛乳普及活動のため「カウイーくん」訪問

▲自慢の牛乳でカンパーイ



6平成24年７月号

まちの話題

　季
節
の
行
事
を
こ
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
こ

う
と
、
６
月
６
日
（
水
）
子
供
の
国
保
育
園
で
、

日
赤
奉
仕
団
（
竹
内
景
子
会
長
）
会
員
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
指
導
の
も
と
ち
ま
き
づ
く
り
に
年
長

組
15
名
が
挑
戦
し
ま
し
た
。

　初
め
て
の
ち
ま
き
づ
く
り
に
藤
原
光
汰
さ
ん

は
、笑
顔
で「
さ
さ
の
葉
を
ひ
も
で
結
ぶ
の
が
難

し
か
っ
た
。で
も
と
て
も
お
い
し
く
で
き
た
。」

と
出
来
立
て
の
ち
ま
き
を
お
い
そ
う
に
口
い
っ

ぱ
い
に
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら
は
「
毎
年
行
う
ち

ま
き
づ
く
り
で
子
供
た
ち
の
笑
顔
を
見
る
の
が

会
員
の
楽
し
み
で
す
。」

ち
ま
き
づ
く
り
に
挑
戦

ち
ま
き
づ
く
り
に
挑
戦

｢

奥
大
山
お
こ
わ
」
と
っ
と
り
フ
ェ
ス
タ
に
出
店

｢

奥
大
山
お
こ
わ
」
と
っ
と
り
フ
ェ
ス
タ
に
出
店

と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

　６
月
16
日
（
土
）、「
奥
大
山
江
府
町
ほ
た
る
の
会
、
江
府
町
の

自
然
を
守
る
会
」
主
催
に
よ
り
、
せ
せ
ら
ぎ
公
園
で
ホ
タ
ル
観
賞

会
が
行
わ
れ
、
親
子
33
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
に
干
村
隆
司

氏
（
五
千
石
小
教
諭
）
を
招
き
、
光
り
方
に
よ
る
げ
ん
じ
ぼ
た
る
、

へ
い
け
ぼ
た
る
の
見
分
け
方
・
生
態
・
観
察
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
説

明
を
受
け
た
あ
と
、
み
ん
な
で
ほ
た
る
の
淡
い
光
を
楽
し
み
ま
し

た
。　今

回
が
初
め
て
の
観
賞
会
参
加
の
親
子
は
、
手
で
ホ
タ
ル
を
追

い
な
が
ら
「
と
て
も
風
流
。
と
て
も
き
れ
い
。」と
感
激
い
っ
ぱ
い

の
様
子
。
昔
は
多
く
の
川
で
み
る
こ
と
が
で
き
た
ホ
タ
ル
。
成
虫

が
生
き
る
の
は
わ
ず
か
７
日
間
で
５
日
間
は
じ
っ
と
し
て
い
て
最

後
の
２
日
で
光
を
放
つ
ホ
タ
ル
。
現
実
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
、
幽

玄
な
世
界
に
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

夏
の
お
と
ず
れ
を
告
げ
る

　
　
　
　
　
　
　ホ
タ
ル
観
賞
会

夏
の
お
と
ず
れ
を
告
げ
る

　
　
　
　
　
　
　ホ
タ
ル
観
賞
会

　６
月
９
日
（
土
）
、
６
月
10
日
（
日
）
鳥
取

市
の
久
松
公
園
周
辺
で
「
近
畿
・
中
国
・
四
国

B

－

1
グ
ラ
ン
プ
リin
T
o
tto
ri

」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
隣
で
は
、
鳥
取
県
の
B

－

1
グ
ル

メ
を
集
め
た
「
と
っ
と
り
ご
当
地
グ
ル
メ
フ
ェ

ス
タ
」が
同
時
開
催
さ
れ
、鳥
取
県
内
の
20
団
体

が
出
展
。江
府
町
か
ら
は
奥
大
山
・
江
府
町
グ
ル

メ
振
興
会
の「
大
山
お
こ
わ
」が
日
野
郡
か
ら
唯

一
出
店
さ
れ
、
終
日
長
い
行
列
が
で
き
ま
し
た
。

「
奥
大
山
・
江
府
町
グ
ル
メ
振
興
会
」
は
、
今

回
の
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
タ
を
き
っ
か
け
に
町
内
三

旅
館
の
方
々
が
協
力
し
、
古
く
か
ら
受
け
継
が

れ
た
「
お
こ
わ
」
を
奥
大
山
の
特
産
品
と
し
て

見
直
し
を
図
る
た
め
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

の
活
動
の
発
展
に
期
待
し
、
江
府
町
特
産
品
の

発
展
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

▲げんじほたるの説明を行う講師

▲クイズ方式でほたるについて勉強

▲長蛇の列

▲奥大山おこわ400円で販売

▲「こうやって巻くのよ」

▲ちまきを頬張る園児たち
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　７
月
17
日
（
火
）
〜
20
日
（
金
）

の
４
日
間
、
総
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
集
団
住
民
健
診
を
行
い
ま
す
。

　本
町
は
住
民
の
健
康
意
識
が
高
く
、

県
下
で
も
高
い
受
診
率
を
誇
っ
て
い

ま
す
。
平
成
22
年
度
の
特
定
健
診
受

診
率
は
県
下
２
位
、
そ
し
て
が
ん
検

診
の
総
合
受
診
率
は
県
下
１
位
で
す
。

が
ん
検
診
の
受
診
率
の
内
訳
は
表
の

と
お
り
で
す
。
し
か
し
、
鳥
取
県
の

が
ん
検
診
受
診
率
は
、
全
国
平
均
並

か
、
低
め
で
あ
る
た
め
、
個
々
の
さ

ら
な
る
健
康
意
識
の
向
上
が
望
ま
れ

ま
す
。 集

団
住
民
健
診
が
始
ま
り
ま
す

健
康
を
確
認
し
て
元
気
な
毎
日
を

保健・福祉の  窓

全
国
で
発
症
が

　
　増
え
て
い
る
が
ん
は
？

　全
国
の
状
況
を
み
る
と
、
男
性
で

は
肺
が
ん
が
、
女
性
で
は
肺
、
乳
、

子
宮
が
ん
に
か
か
る
人
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

全
国
の
が
ん
死
亡
の
状
況

は
？　発

症
と
死
亡
は
イ
コ
ー
ル
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。発
症
は
し
て
も
、早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
よ
り
健
康
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
際
に
、

男
性
で
は
発
症
が
増
え
て
い
る
肺
が

ん
の
死
亡
は
減
少
し
、
ま
た
女
性
で

は
、
発
症
の
増
え
て
い
る
肺
が
ん
の

死
亡
は
横
ば
い
、
そ
し
て
子
宮
が
ん

の
死
亡
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
乳
が
ん
に
つ
い
て
は
、

発
症
も
死
亡
も
増
え
て
い
る
の
で
、

２
年
に
１
度
は
、
是
非
、
受
診
し
て

い
た
だ
き
た
い
項
目
で
す
。

胃
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な

い
人
は
大
腸
が
ん
検
診
も
受

け
て
い
な
い
！

　さ
て
、
本
町
で
は
平
成
20
年
度
に

総
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
な
っ

て
い
る
下
表
の
集
団
健
診
の
受
診
状

況
を
調
べ
ま
し
た
。
調
査
対
象
者
は

健
診
対
象
年
齢
に
到
達
し
て
か
ら
３

年
以
上
の
江
府
町
国
保
加
入
者
で
あ

り
、
胃
・
肺
・
大
腸
が
ん
で
治
療
中

の
方
及
び
町
胃
カ
メ
ラ
検
査
の
対
象

者
を
除
く
す
べ
て
の
人
で
す
。

　結
果
、
最
も
受
診
率
が
高
い
項
目

は
肺
が
ん
、
次
い
で
一
般
健
診
で
し

た
。
残
念
な
が
ら
、
胃
と
大
腸
が
ん

検
診
の
受
診
率
は
低
く
、
ま
た
同
じ

人
が
胃
と
大
腸
が
ん
検
診
の
両
方
を

受
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
、
さ
ら

に
は
、
肺
が
ん
と
一
般
健
診
は
き
ち

ん
と
受
け
て
い
る
の
に
、
こ
の
２
項

目
だ
け
受
け
ず
に
帰
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　せ
っ
か
く
健
診
会
場
に
お
越
し
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
、
す
べ
て
の
項

目
を
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【平成22年度がん検診受診率】

胃

肺

大腸

子宮

乳

合計

30.2％

46.0％

41.6％

31.1％

21.4％

35.4％

2位

1位

1位

2位

2位

1位

受診率 県内順位

健診項目 対象者(年齢基準日：年度末)

一
般
健
診

肺

胃

が
ん
検
診

19～39歳の健診

健康診査

江府町国保特定健診

後期高齢者の健診

レントゲン 40歳以上

ペプシノゲン検査 バリウム検査受診者

たん検査
レントゲンを受ける方のうち

右記の条件に該当する方

たん検査はレントゲンを受ける方のう
ち、①50歳以上で喫煙指数（１日本数
×年数）が600以上、②40歳以上で６
カ月以内に血痰があった方に行いま
す。

ペプシノゲン検査は３年度に１回実施
しています。胃粘膜の老化度を血液検
査で推測します。

100円

大腸 40歳以上 200円

無料

300円

バリウム
30歳以上で町胃カメラ検査の

対象ではない方
600円

19～39歳

生活保護受給者

40～74歳の江府町国保加入者

後期高齢者医療保険加入者

料金

無料

無料

無料

500円

内容等

問診・身体計測・血圧測定・尿検査・
診察・採血・心電図

日にちを変えて２本、便をとります。

肝炎ウイルス 40歳以上でまだ受けたことのない方 400円 受診希望は健診当日お聞きします。

町胃カメラ検査は、①胃の切除術を受けた方、②過去に行った胃ﾍﾟﾌﾟｼﾉｹﾞﾝ検査で「陽性」だった方、③バリウムが飲めない方、

④その他町が認めた方が対象となります。
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保健・福祉の  窓

熱
中
症
に
ご
注
意
を
！

　昨
年
度
、
熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害

が
多
く
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
年
も
気
温
の
高
い
日
が
続
く
事
が
予

想
さ
れ
、
熱
中
症
の
発
症
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。

　近
年
、
日
本
で
は
エ
コ
（
環
境
問
題

対
策
）
の
意
識
が
高
ま
り
、
エ
ア
コ
ン

の
使
用
を
控
え
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
エ
ア
コ
ン
を
使
わ
ず
に
我
慢

し
て
い
る
と
、
熱
中
症
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
気
温
や
湿
度
の
高
い

日
は
、く
れ
ぐ
れ
も
無
理
を
せ
ず
、適
切

な
エ
ア
コ
ン
使
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
っ
て
な
あ
に
？

　高
温
・
多
湿
な
環
境
下
で
、
体
内
の

水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、

体
温
調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な

り
、
体
内
に
熱
が
た
ま
っ
て
起
こ
る
健

康
障
害
の
こ
と
を
熱
中
症
と
い
い
ま
す
。

ど
ん
な
症
状
が
で
る
の
？

　筋
肉
痛
、
大
量
の
発
汗
。
さ
ら
に
は

吐
き
気
、
体
が
だ
る
い
な
ど
の
症
状
が

現
わ
れ
、
重
症
に
な
る
と
意
識
障
害
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。

熱
中
症
を
引
き
起
こ
す
条
件

　気
温
が
高
い
、
湿
度
が
高
い
な
ど
の

『
環
境
条
件
』
と
、
体
調
が
良
く
な
い
、

暑
さ
に
体
が
ま
だ
慣
れ
て
な
い
な
ど
の

『
個
人
の
体
調
に
よ
る
影
響
』
と
が
重

な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
熱
中
症
発
症
の

危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

室
内
に
い
る
と
き
も

　
　
　
　
　注
意
が
必
要
！

　室
内
で
特
に
何
も
し
て
い
な
く
て
も

熱
中
症
を
発
症
し
、
救
急
搬
送
さ
れ
た

り
、
死
亡
す
る
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

高
齢
者
や
子
ど
も
等
に
は

　
　
　
　
　
　特
に
注
意
を
！

　熱
中
症
患
者
の
半
数
は
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
す
。
高
齢
者
は
暑
さ
や
水
分

不
足
に
対
す
る
感
覚
機
能
が
低
下
し
て

お
り
、
暑
さ
に
対
す
る
体
の
調
節
機
能

も
低
下
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
『
の

ど
の
渇
き
を
感
じ
て
い
な
く
て
も
こ
ま

め
に
水
分
を
補
給
す
る
』
、
『
暑
さ
を

感
じ
な
く
て
も
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を

使
っ
て
温
度
調
節
を
す
る
』
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
子
ど
も
や
障
が
い

児
・
者
に
対
し
て
も
周
囲
が
注
意
深
く

見
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

鳥取地方気象台からは気温が 35℃以上を超えることが予想される場合「高温注意情報」が発表されるとともに、県からは「熱中症警報」
が発令されます。町では特に必要があると判断した時のみ、防災無線で皆様に向け注意を呼びかけます。

涼しい場所へ避難させる

衣服を脱がせ、体を冷やす

水分を補給する

熱中症が疑われる人をみかけたら…

1

2

3

『自力で水を飲めない！』『意識がない！』…このような場合は、迷わず救急車を呼びましょう！

■ こまめな水分補給を！
　特に高齢者、障がい児・者の場合、のどの渇きを感じなくても、こまめに水分補給を行いましょう。

■ 暑さを我慢しない！
　暑いときには無理をせず、扇風機やエアコンを使いましょう。

■ 衣服、小物の活用
　通気性の良い、吸湿・速乾性のある衣服を着用しましょう。暑くなった体を冷やせるように、保冷剤や氷、

　冷たいタオルなどを用意しておきましょう。

■ 外出時の注意
　○日傘や帽子を着用しましょう
　○日陰の利用、こまめに休憩しましょう
　○通気性の良い、吸湿・速乾の衣服を着用しましょう
　○天気の良い日は昼下がりの外出はできるだけ控えましょう。農作業はなるべく、朝・夕の涼しい時間帯に
　行い、昼間は休憩してください。

熱中症の予防法
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　こ
の
た
び
の
６
月
定
例
議
会
に
お
い

て
平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
税

率
を
下
の
表
の
と
お
り
改
訂
す
る
こ
と

が
決
ま
り
、
約
４
％
引
き
上
げ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
次
の
江
府
町

の
国
保
財
政
の
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　ま
ず
、
江
府
町
の
国
民
健
康
保
険
の

状
況
は
平
成
23
年
度
末
４
３
１
世
帯
で

そ
の
う
ち
65
歳
か
ら
74
歳
の
方
が
約
48

％
を
占
め
、
国
保
税
の
減
額
を
う
け
る

低
所
得
者
の
方
が
全
体
の
55
％
を
超
え

年
々
増
加
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

国
保
世
帯
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成

22
年
度
末
と
平
成
23
年
度
末
を
比
較
す

る
と
15
世
帯
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
世
帯
数
の
減
少
、
低
所
得
者
の

増
加
等
に
よ
り
い
ま
ま
で
ど
お
り
の
税

率
に
な
る
と
当
然
税
収
が
減
少
し
ま
す
。

　次
に
、
平
成
23
年
度
に
お
い
て
国
保

会
計
の
交
付
金
（
前
期
高
齢
者
の
加
入

割
合
に
よ
る
も
の
）
な
ど
の
減
少
に
よ

る
財
源
不
足
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
事

業
基
金
（
平
成
22
年
度
末
基
金
残
額
１

億
３
，
２
０
０
万
円
）
か
ら
国
保
会
計

に
約
３
，
０
０
０
万
円
を
繰
入
し
ま
し

国
民
健
康
保
険
税
を
こ
の
た
び

　約
４
％
引
上
げ
を
し
ま
し
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　ご
理
解
く
だ
さ
い

保健・福祉の  窓

た
。
こ
れ
は
、
基
金
積
立
以
来
、
初
め

て
取
崩
し
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
５
月

22
日
に
開
催
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
に
お
い
て
も
「
江
府
町
は
基

金
が
あ
る
の
だ
か
ら
税
率
改
定
を
行
わ

ず
財
源
不
足
の
場
合
は
基
金
で
賄
う
ほ

う
が
よ
い
の
で
な
い
か
」
と
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
が
、
急
な
医
療
費
増
加
へ

の
対
応
や
後
述
す
る
国
保
運
営
の
県
一

本
化
の
た
め
の
経
費
も
必
要
で
あ
り
、

や
む
を
得
ず
国
保
税
率
の
改
正
を
行
い
、

約
４
％
の
引
上
げ
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　な
お
現
在
、
厚
生
労
働
省
の
指
導
の

も
と
に
鳥
取
県
で
は
平
成
27
年
度
を
目

標
に
現
在
の
市
町
村
単
位
で
行
っ
て
い

る
国
民
健
康
保
険
の
運
営
を
県
下
一
本

で
行
う
よ
う
に
協
議
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
江
府
町
の
国
保
税
は
鳥
取
県
下
で

も
平
均
よ
り
低
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
、

県
下
の
一
本
化
に
向
け
て
、
国
保
税
の

さ
ら
な
る
見
直
し
も
必
要
と
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

平成24年度国民健康保険税

区　　分 現　行 改正後

医療費分

区　　分 現　行 改正後

後期高齢者支援分

区　　分 現　行 改正後

介護給付金分

２割減

税　率

５割減

７割減

所得割額

資産割額

被保険者均等割額

世帯別平等割額

世帯別平等割額

(特定世帯）

被保険者均等割額

世帯別平等割額

世帯別平等割額

(特定世帯）

被保険者均等割額

世帯別平等割額

世帯別平等割額

(特定世帯）

被保険者均等割額

世帯別平等割額

世帯別平等割額

(特定世帯）

6.64％

26.10％

20,000円

16,000円

8,000円

4,000円

3,200円

1,600円

10,000円

8,000円

4,000円

14,000円

11,200円

5,600円

7.10％

27.43％

21,000円

17,000円

8,500円

4,200円

3,400円

1,700円

10,500円

8,500円

4,250円

14,700円

11,900円

5,950円

２割減

税　率

５割減

７割減

所得割額

資産割額

被保険者均等割額

世帯別平等割額

世帯別平等割額

(特定世帯）

被保険者均等割額

世帯別平等割額

世帯別平等割額

(特定世帯）

被保険者均等割額

世帯別平等割額

世帯別平等割額

(特定世帯）

被保険者均等割額

世帯別平等割額

世帯別平等割額

(特定世帯）

1.80％

6.10％

6,000円

5,000円

2,500円

1,200円

1,000円

500円

3,000円

2,500円

1,250円

4,200円

3,500円

1,750円

1.98％

7.50％

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

２割減

税　率

５割減

７割減

所得割額

資産割額

被保険者均等割額

世帯別平等割額

被保険者均等割額

世帯別平等割額

被保険者均等割額

世帯別平等割額

被保険者均等割額

世帯別平等割額

1.47％

7.40％

6,000円

3,000円

1,200円

600円

3,000円

1,500円

4,200円

2,100円

1.67％

7.80％

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし
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保健・福祉の  窓
食

改
おすすめ （7月）チャレンジクッキングチャレンジクッキング

マーラーカオ
材料（６人分）
ホットケーキミックス　150ｇ
黒砂糖　　　　　　　　  40ｇ
スキムミルク　　　  大さじ４
卵　　　　　　　　　　  １個

牛乳･乳製品はカルシウムの供給源として、その含有量だけでなく、吸収率においても優れた食品です。
牛乳･乳製品を適量摂取することにより、カルシウムの摂取量を増やすことが、骨粗鬆症の予防につなが
ります。日々のおかずや間食で上手に乳製品を利用してみましょう。　　　（食生活改善推進協議会）

作り方
①　黒砂糖は固まりがある場合はビニール袋に入れて麺棒でたたい
　　ておく。
②　くるみとレーズンは細かく刻む。
③　ボールにホットケーキミックス、黒砂糖、スキムミルク、卵、
　　牛乳、サラダ油を入れて混ぜ合わせ②の半量を加えて混ぜる。
④　オーブンペーパーを敷いたザルに③を入れ、②の残りを上に散
　　らす。
⑤　蒸し器に湯を沸かし、蒸気が上がったら④を入れオーブンペー
　　パーをはさんでふたをする。強火で25～30分蒸す。

1人分　エネルギー：210kcal、
蛋白質：4.4ｇ、塩分72ｇ

牛乳・乳製品

＊オーブンペーパー、ザル、蒸し器などご用意ください

牛乳　　　　　　　　100ｍｌ
サラダ油　　　　　　大さじ１
くるみ　　　　　　　　  20ｇ
レーズン　　　　　　　  20ｇ

　新しい被保険者証、高齢受給者証の両方について、原則郵送い
たしますので、お手元に届きましたら、ご確認をしていただきま
すようよろしくお願いいたします。各施設等に入所されている方
や、ご家族やご親戚など、被保険者の住所と送付先が異なる場合
は、対応させていただきます。
　なお、ご希望の方は以下の期間に役場　福祉保健課(江府町総合健康福祉センター２階)で受け取ることも
できます。
　ただし、該当の方及び該当者のご家族以外の方が依頼をされて受け取られる場合は、受領書に記入をして
いただきますので、必ず印かんをご持参ください。

(75歳以上の方、または65歳以上75歳未満の一定の障害が
ある方で、後期高齢者医療広域連合の認定を受けた方）

▲後期高齢者医療
保険者証

▲国民健康保険
受給者証

詳しくは、江府町役場 福祉保健課【☎　0859-75-6111】までご連絡ください。

○後期高齢者医療被保険者証

(国保該当者で70歳以上75歳未満の方）

○国民健康保険高齢受給者証

後期高齢者医療被保険者証及び
国民健康保険高齢受給者証の更新について

以上の該当の方は７月31日で保険証の有効期限が切れます。

《受け取り期間》　平成24年７月23日(月）～25日(水）　午前９時から午後４時まで

《郵　　　　送》　平成24年７月26日(木）以降に郵送いたします。

この被保険者証･受給者証を
お持ちの方は更新となります。
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まちの教育

　毎
年
７
月
は
『
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
』

の
強
調
月
間
で
す
。

　こ
の
運
動
は
、
す
べ

て
の
国
民
が
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
、
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
や
非
行
に

走
っ
た
少
年
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
昭
和
26
年
に
始
ま
り
今
年
で
62
回
目
で
す
。

　町
で
は
、
保
護
司
会
・
更
生
保
護
女
性
会
・
青
少
年
育
成

江
府
町
民
会
議
の
皆
さ
ん
が
町
長
に
法
務
大
臣
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
伝
達
し
、
町
内
巡
回
啓
発
に
出
か
け
ま
し
た
。
ま

た
江
尾
駅
、
武
庫
駅
で
は
五
日
の
早
朝
か
ら
街
頭
広
報
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　一
人
ひ
と
り
が
「
で
き
る
こ
と
」
を
見
つ
け
、
具
体
的

な
行
動
を
起
こ
す…

。
そ
れ
が
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
』
で
す
。

　み
ん
な
で
、
更
生
保
護
に

つ
い
て
の
勉
強
会
を
開
い
た

り
、
親
子
で
触
れ
合
う
機
会

を
積
極
的
に
作
っ
た
り
、
地

域
の
人
と
の
交
流
を
深
め
る

催
し
に
参
加
し
た
り
。

　犯
罪
や
非
行
の
な
い
、
安

全
で
安
心
な
社
会
を
つ
く
る

た
め
に
、
ま
ず
は
、
あ
な
た

の
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

社会を明るくする運動
～犯罪や非行を防止し､立ち直りを支える地域のチカラ～

＊都合により内容が一部変更になる場合がありますのでご承知ください。
＊ご不明な点は江府町教育委員会人権同和対策室（75－2005）にお問い合わせください。

主催：江府町教育委員会　後援：江府町人権・同和教育推進協議会

内　　　　容 講　　師期　日回

１

２

３

４

7月17日(火)

８月2日(木)

8月21日(火)

9月4日(火)

開講式･講演　　《つかむ》
「東日本大震災から学ぶ」

映画　　　　　《つかむ》
　「親愛なる、あなたへ」

ワークショップ　《つかむ》
｢東日本大震災における保健師チ
ームの活動に従事して」

講演　　　　　　《ふかめる》
「みんなが幸せになるために」
　～私が歩んでいる中から～

島根県砂防ボランティア
協会　コーディネーター
佐藤　るみ子 氏

江府町福祉保健課
保健師
盛山　絵理 氏

鳥取県犯罪被害者の
会なごみの会代表
徳田　豊 氏
徳田さよ子 氏

米子市人権教育推進員
池谷　由美 氏

保育園・保育園保護者会
部落解放同盟江尾支部

内　　　　容 講　　師期　日回

５

６

７

9月20日(木)

10月2日(火)

10月18日(木)

講演　　　　《ふかめる》
「鳥取県内にあいつぐ差別事
件に学ぶ」

講演　　　　　　《ふかめる》
「犯罪被害者遺族の想い」

講演・閉講式　《まとめる》
「私たちの取組み
　　　　　これからのあゆみ」

倉吉市男女共同参画係長
部落解放・人権政策確立
要求鳥取県実行委員会事
務局次長
　下吉　真二 氏

◎開催時間→毎回　午後7時から8時30分　◎場所　江府町防災･情報センター

平成24年度　江府町人権・同和教育講座

たんぽぽ学級たんぽぽ学級たんぽぽ学級
本年度小地域懇談会実践強化事項「災害と人権」

皆さん､誘い合わせて
ご参加下さい始まります!

第62回
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まちの教育

　一言に人権問題と言っても実際何をどうやれば･･･と、ただ困惑してしまうばかりです。正直、今まであま
り深く考えていなかったように思います。人の心の中までは･･･？あの人は親友と思っていたのに･･･？と
か、何気なく言った言葉がその人を深く傷つけてしまっていたり、そんなつもりで言ったのではないのに･･･
など、また、逆に自分がだれかに言われて傷つくこともあります。
　親子でもそうですが、始めはちょっと勇気がいるかもしれませんが、自分の心の奥にある気持ちを誰かに
話して見ることが大事だと思います。
　そして一番身近な家庭の中でのコミュニケーションが大事だと思いますし、私自身もそうしてきました。
夫婦仲良く家庭内が明るく、自分がどれだけ愛されて大切に思われているかと言うことをしっかり心に受け
入れていれば、いじめ、登校拒否などないと思っています。
　私は、春先に息子と親子旅行を楽しんできました。
　大学卒業間近、就職も決まり卒業旅行にスペインに行くと言うので、私も行きたいなあと言うと「じゃあ
一緒に行く？」と言うのでうれしくなりすぐに「行く。」と返事。（内心断られるかと思っていたので）と
は言え、いきなり海外旅行（８日間ツアー）で、日程など調整がうまくいくかどうか心配でしたし、いざと
なると不安と緊張感でいっぱいでしたけど、息子の方がよっぽどしっかりしていて成田空港での手続き、旅
行中の気づかいなど、とてもたのもしくもあり、実際のところ成田～バルセロナまで約14時間とスペインは
遠かったですが、アルハンブラ宮殿を始めいろいろな世界遺産を見学して幸せを感じる旅でした。
　そんな息子もこれから社会人です。心豊かに思いやりを持っていろんなことに挑戦してがんばって欲しい
し、これからいろんな問題にぶつかると思いますが、それを乗り越え、きっとすてきな家庭を築いてくれる
と信じています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペンネーム　月のしずく

…このコーナーでは、みなさんからの投稿をお待ちしています。教育委員会人権同和対策室までお寄せくだ
さい。

幸せを感じる旅

　今月は、息子さんと海外旅行を楽しんでこられた、「月のしずく」さ
んからのおたより。
　大学を卒業する年齢ともなれば、母親と旅行なんてなんか気恥ずかし
いものかな、などと勝手に思い込んでいる者としてはとてもうらやまし
い。やっぱり、小さな時から大切に愛されて大きくなった人は、他の人
をも大事に思いやる心が育つのだと思います。誰もが大切にされ、みん
なに優しくできる、そんな｢人権の町」を創るために一人一人が、先ず家
庭から実践していきましょう。

　７月10日から８月９日までの１ヶ月間は部落解放月間です。
　部落解放月間は、「同和対策事業特別措置法」が施行された昭和44年７月10日を記念して、鳥取県が翌昭和45年
に制定しました。
　毎年７月10日から８月９日の期間中、鳥取県及び各市町村が連携しながら、一人ひとりが同和問題を正しく理解
し、認識を深めていただくよう、講演会や研修会の開催など様々な啓発活動を行っています。　
　江府町では、次のような啓発活動を行います。

●　人権・同和問題研修会
　　　　　　日　時：７月25日（水）午後１時30分から３時　場　所：防災・情報センター
　　　　　　内　容：講演「あなたに愛が語れますか～人権教育からまなぶもの～」　
　　　　　　　　　　講師　江嶋修作さん（解放社会学研究所所長）
　　　　　　●　横断幕、懸垂幕による啓発
　　　　　　●　啓発資料「あかるいこころ」第33集の全戸配布 部落解放月間

７月10日から８月９日

人権・同和問題研修会人権・同和問題研修会人権・同和問題研修会 ７月25日(水）午後1時30分から
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学
校
お
助
け
隊

だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊

だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊

だ
よ
り

「苗はこうやって植えます」

　お
助
け
隊
は
、
学
校
の
要
請
を

受
け
て
様
々
な
支
援
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
一
番
の
目
的
は
、
地
域

の
力
を
学
校
に
つ
な
げ
る
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
地
域
と

学
校
が
交
流
を
深
め
る
こ
と
も
ね

ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
お

助
け
隊
の
活
動
は
、
可
能
な
限
り

子
ど
も
達
と
一
緒
に
や
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　６
月
に
、
地
域
の
方
が
「
ダ
リ

ヤ
」
の
苗
を
寄
贈
し
て
下
さ
る
こ

と
に
な
り
、
お
助
け
隊
の
方
に
花

壇
の
整
備
と
苗
植
え
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　花
壇
整
備
は
時
間
が
か
か
る
の

で
、
お
助
け
隊
と
先
生
方
で
さ
れ

ま
し
た
が
、
苗
植
え
は
子
ど
も
達

と
一
緒
に
作
業
を
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　最
初
は
少
し
緊
張
気
味
だ
っ
た

子
ど
も
達
も
、
作
業
を
通
し
て
少

し
ず
つ
お
助
け
隊
の
方
と
交
流
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　お
助
け
隊
の
み
な
さ
ん
と
子
ど

も
達
の
共
同
作
業
で
出
来
上
が
っ

た
花
壇
。
学
校
と
地
域
の
方
と
の

『
交
流
花
壇
』
と
し
て
、
多
く
の

人
の
心
を
和
ま
す
花
壇
に
な
る
と

い
い
で
す
ね
。

　お
助
け
隊
は
夏
休
み
に
行
わ
れ

る
、
小
中
の
親
子
除
草
作
業
に
も

参
加
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
多
く

の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　学
校
支
援
地
域
本
部
事
務
局

　
　
　
　☎
（
75
）
２
２
２
３

　前
月
号
で
は
、
保
小
中
の
連
携

強
化
の
た
め
に
、
江
府
町
教
育
振

興
会
の
組
織
が
変
わ
る
と
い
う
お

話
を
し
ま
し
た
。
振
興
会
の
総
会

で
も
、
共
通
理
解
を
図
る
た
め
園

や
学
校
の
代
表
の
先
生
か
ら
互
い

の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
部
会
で
の
話
し

合
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
短
時
間

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
十
分
に
理

解
が
図
れ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

取
組
を
知
る
に
は
、
ま
ず
見
る
こ

と
。
『
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
』

で
す
。

　小
学
校
や
中
学
校
で
は
春
か
ら

何
回
か
公
開
授
業
を
開
催
し
、
そ

の
都
度
、
先
生
方
に
参
観
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　担
当
す
る
授
業
が
あ
る
の
で
、

全
員
が
出
か
け
て
い
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
な
ん
と
か
時
間
を

や
り
く
り
し
て
、
何
人
か
の
先
生

が
参
観
に
来
ら
れ
て
い
ま
す
。

　学
校
の
取
組
や
子
ど
も
達
の
様

子
を
知
る
と
い
う
の
は
、
保
小
中

連
携
の
要
と
も
言
え
ま
す
。

　同
じ
目
線
で
子
ど
も
達
を
育
て

て
い
く
た
め
の
取
組
も
、
少
し
ず

つ
着
実
に
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

保・小・中連携だより保・小・中連携だより

百聞は一見にしかず

互いに授業を参観して
います！

百聞は一見にしかず

互いに授業を参観して
います！

作業中に楽しくおしゃべり

小５の算数を中学校の先生方が参観
(写真中央2名)

中１の数学を小学校の先生が参観
(写真中央奥1名)

小学校の参観日には、保育
園の先生が新１年生の様子
を参観に来られていました。
（写真奥）
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Hi everybody,
A lot has changed for me this month. I’m a little sad to see my last bit of time here running out. This place and 
the people I’ve met here have changed my life and I’m not sure what it will be like to go back. There are chances 
for life to be amazing, but at the same time, I’m scared that I won’t fit in anymore. 
I guess I will just have to be brave and take the changes as they come and try to make the best of everything. 
Nobody can ever know what the future holds, all we can do is be sure of who we are and do what seems right to 
us. I’ll try to keep a positive outlook and to stay excited about the new experiences ahead no matter what they 
are. 
Kyle

みなさん、こんにちは。
　今月になり、私のここでの生活も大きな変化を迎えています。残り少なくなって来た時間のことを考えると、少し
悲しい気持ちにもなっています。私がここで出会った場所や人たちは、私の人生を変えてくれました。また、一方で
アメリカに帰ってどうなるんだろうという思いもあります。人生の中でも驚くほどのチャンスがありましたが、同時
に、これ以上うまく溶け込むのは難しいのではと不安な気持ちにもなっています。
　変化の時がやって来た時に大切なのは、勇敢であり、その全てを利用しようとすることだと私は思います。だれ
も、未来に何が待っているかは分かりません。ただ私達にできるのは、私達が何者であるのかを考え、また、私達に
とって正しい事を行うことだと思います。これから、どんな事が起ころうとも、私は前向きな展望を持って、これか
らの新たな経験に対して積極的でいよう思っています。
カイル

江
府
中
学
校
職
場
体
験
活
動

　「
ワ
ク
ワ
ク
こ
う
ふ
」
を
実
施
！

江
府
中
学
校
職
場
体
験
活
動

　「
ワ
ク
ワ
ク
こ
う
ふ
」
を
実
施
！

　６
月
18
日
か
ら
22
日
の
間
、
江
府
中
学
校
の
２
年
生
が
職
場
体
験
活
動
「
ワ
ク
ワ
ク

こ
う
ふ
」
を
町
内
の
９
か
所
の
事
業
所
で
実
施
し
ま
し
た
。
最
初
は
、
慣
れ
な
い
た
め

緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
終
わ
り
ご
ろ
に
な
る
と
生
徒
た
ち
は
職
場
に
と
け
込
ん
で
い

ま
し
た
。

ご協力いただいた事業所　「アペゼ」・「JA鳥取西部農業協同組合日野農機自動車センター」・「休暇村奥大山」

・「あいきょう」・「らんちゅう」・「みちくさ」・「ヤコブの杖」・「まちこ美容室」「子供の国保育園」（順不同、敬称略）



15 平成24年７月号

まちの教育

江
府
中
学
校
建
設
に
関
す
る
Q
＆
A

Q

　江
府
中
学
校
の
校
舎
は
、
い
つ
頃
建

　て
ら
れ
た
の
で
す
か
？

A

　校
舎
は
昭
和
35
年
で
体
育
館
は
昭
和
37
年
で

　す
。
現
校
舎
・
体
育
館
は
建
築
後
約
50
年
を
経

　過
し
て
お
り
、
外
観
・
内
部
共
に
相
当
老
朽
化

　し
て
い
ま
す
。

Q

　ど
う
し
て
新
た
に
中
学
校
を
建
設
す

　る
事
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

A

　原
価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
に
関
す
る
大
蔵

　省
令
（
昭
和
40
年
３
月
31
日
）
に
、
耐
用
年
数

　は
47
年
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
校

　舎
・
体
育
館
は
50
年
を
超
え
て
使
用
し
て
い
ま

　す
。

　

　
　ま
た
、
耐
力
度
調
査
に
よ
る
耐
力
度
点
数
に

　よ
り
、
危
険
建
物
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

※

耐
力
度
点
数
に
つ
い
て
、
来
月
号
で
お
伝
え

　
　し
ま
す
。

Q

　な
ぜ
、
耐
震
補
強
を
し
な
い
の
で
す
か
？

A

　危
険
建
物
に
耐
震
補
強
は
、
無
駄
な
投
資
と

　な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
雨
漏
り
・
腐
食
等
に

　随
時
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
修
理
費
用
が
高

　額
に
な
り
、
現
校
舎
等
を
こ
の
ま
ま
使
用
す
る

　の
は
限
界
だ
と
考
え
ま
す
。

Q

　建
設
地
が
、
町
総
合
体
育
館
横
に
な

　っ
た
訳
は
？

A

　現
在
の
立
地
は
、
国
道
に
隣
接
し
て
い
る
た

　め
、
交
通
事
故
の
危
険
と
常
に
隣
り
合
わ
せ
で

　す
。
ま
た
、
騒
音
も
激
し
く
、
安
全
・
安
心
な

　教
育
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
移
転
し
ま
す
。

　
　ま
た
、
運
動
公
園
の
施
設
を
中
学
校
体
育
館

　等
と
し
て
併
用
す
る
事
で
、
中
学
校
体
育
館
建

　設
費
約
３
億
円
を
削
減
で
き
ま
す
。

Q

　町
の
負
担
は
ど
れ
く
ら
い
か
か
り
ま

　す
か
？

A

　学
校
改
築
に
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
の
国
庫

　補
助
金
が
あ
り
ま
す
。

　
　国
か
ら
の
補
助
以
外
の
建
設
費
は
町
が
負
担

　し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
江
府
町
が
過
疎

　地
域
で
あ
る
た
め
、
過
疎
地
域
の
み
が
借
り
入

　れ
で
き
る
過
疎
債
を
活
用
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

　借
入
金
額
の
７
割
が
交
付
金
と
し
て
江
府
町
に

　返
っ
て
き
ま
す
。

　
　例
え
ば
、
10
億
円
の
借
入
を
し
た
場
合
、
７

　億
円
が
交
付
金
で
返
っ
て
き
ま
す
。
江
府
町
の

　負
担
は
実
質
３
億
円
と
な
り
ま
す
。

現在の江府中学校と体育館

　平
成
24
年
６
月
13
日
、
江
府
町
議
会
の
「
庁
舎
等
調
査
特
別
委
員
会
」に
て
、江
府
中
学
校
建
設
地
は

運
動
公
園
総
合
体
育
館
横
に
決
定
し
ま
し
た
。

　そ
こ
で
、
町
民
の
皆
様
に
Q
＆
A
方
式
で
中
学
校
建
設
に
つ
い
て
今
月
号
と
来
月
号
で
お
伝
え
し
ま

す
。



農
業
委
員
会
総
会
（
６
月
）
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　以
下
の
研
修
と
協
議
を
し
ま
し
た
。

○
耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
対
策
に
つ
い
て

○
江
府
町
農
業
委
員
会
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用

　状
況
調
査
）
に
つ
い
て

○
農
地
情
報
銀
行
・
視
察
研
修
等
に
つ
い
て

７
月
の
農
地
相
談
会

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
日

　平
成
24
年
７
月
31
日
（
火)

　
　
　
　
　午
後
１
時
30
分
か
ら

◎
場

　所

　山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

問い合わせ先　農業委員会事務局　　（75）3222

農業委員会だより

　５
月
31
日
、
東
京
日
比
谷
公
会
堂
で
約
２
０
０
０

人
が
出
席
し
会
長
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
委

員
会
か
ら
は
川
上
博
久
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　大
会
に
先
立
ち
開
催
さ
れ
た
第
４
回
耕
作
放
棄
地

発
生
防
止
、
解
消
活
動
表
彰
事
業
で
は
鳥
取
県
代
表

の
㈲
岡
野
農
場
（
境
港
市
）
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　２
市
５
町
１
村
に
渡
り
89
㌶
の
耕
作
放
棄
地
の
解

消
を
実
施
さ
れ
、
江
府
町
内
で
は
瓜
菜
沢
を
始
め
笠

良
原
・
東
山
で
35
・
５
㌶
の
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業
経
営
に
お
い
て
も
模
範

と
な
る
も
の
で
す
。

会
長
大
会
で
は

一
、
持
続
可
能
な
力
強
い
農
業
の
実
現
と
農
村
の
再

　
　生
に
向
け
た
提
案

全
国
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　会
長
大
会
開
催

地
区
担
当
農
業
委
員
紹
介

平成15年から大根畑「笠良原」地区

今年度解消予定「御机東山」

二
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
反
対
を
求
め
る
要
請

三
、
農
業
委
員
会
活
動
の
「
さ
ら
な
る
取
組
」
に
関

　
　す
る
申
し
合
わ
せ

　

を
決
議
し
代
表
が
政
府
と
与
野
党
に
対
し
て
要
請
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
県
選
出
国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動
と
し
て
、

衆
議
院
の
石
破
議
員
、
赤
沢
議
員
、
湯
原
議
員
、
参

議
院
議
員
の
浜
田
議
員
、
川
上
議
員
へ
同
様
の
要
請

と
鳥
取
県
の
農
業
振
興
に
お
け
る
各
種
要
請
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　本
大
会
で
全
国
の
農
業
委
員
会
が
取
り
組
む
先
駆

的
な
事
例
が
数
多
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
本

町
の
農
業
委
員
会
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　農

地
・
経
営
・
農
業
者
年
金
等
で
お
困
り
の
こ
と
相
談
し
た
い
こ
と
は
お
気
軽
に
地
区
担
当
委
員
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

川上　博久

地　区 担当委員 電話番号

75－2973
本町１丁目～４丁
目・新町１丁目・新
町２丁目

上前　梅夫 75－2783
本町５丁目
小江尾・久連

石原　一男 75－2612佐川・柿原

河上　貞也 75－2957宮市

大倉　孝士 75－3066宮市原

谷口　一郎 75－3590小原・美用

小椋　理史 75－3471御机･笠良原･栗尾

佐藤　　誠 75－3862貝田・杉谷

一二三八郎 75－3669助澤・下蚊屋

松原　憲治 75－2472下安井・洲河崎

宇田川　保 75－2563
荒田･半の上･宮の前
武庫・新道・一旦

加藤　寛治 75－2379
池ノ内・尾ノ上原・
日ノ詰・深山口

長尾　　保 75－2201大河原

清水　干城 75－2149吉原・西成・袋原

江
府
町
地
内
の
岡
野
農
場
解
消
地
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くらしの情報

　選挙管理委員会（千藤堯委員長）が開かれ、任期満了（7月31日）に伴う町長選挙と町議会議員補欠選挙につ

いて、7月17日告示、22日投開票が決定しました。

■不在者投票とは…
　身体に一定の障害のある方が、郵便などによる投票を行ったり、選挙管理委員会が指定した病院、老人　ホー

ムなどに入院・入所している場合はその施設内で投票ができることをいいます。

■期日前投票とは…
　選挙期日前であっても選挙期日と同じ方法で投票できることをいいます。

　・仕事、学業、地域行事の役員、本人または親族に冠婚葬祭に従事することが見込まれるとき

　・用務または事故のため、その属する投票区の地域外に外出・旅行・滞在が見込まれるとき

　・出産、手術などにより歩行が困難であることが見込まれるとき

　※期日前投票にも入場券をご持参下さい

■期日前投票ができる期間は…
　期日前投票は、平成24年7月18日(水）から平成24年7月21日(土）の間です。時間は、いずれの日も午前8時30

　分から午後8時までです。

■期日前投票のできる場所は…
　期日前投票は、江府町防災・情報センターの1階に投票所があります。

■期日前投票の投票方法は…
　・入場券を受付に提示してください。

　・期日前投票所にある宣誓書に事由（理由）を書いて提出します。

　・投票用紙を受取り、候補者名を記載します。

　・投票用紙を直接、投票箱へ投票します。期日前投票の完了です。

　

□投票所が一部変更になります！
　・久連、美女石集落は久連公民館から第1投票所(総合健康福祉センター)に変更

　・下蚊屋集落は下蚊屋公民館から旧下蚊屋分校に変更

■問い合わせ先　江府町選挙管理委員会　☎（75）2211

江府町長選挙及び江府町議会議員補欠選挙

　私たちの住む地域を元気で活力ある場所にするために活動しておられる皆さん、また、これから地域のために

何か始めようと考えておられる皆さん、ざっくばらんにお互いの情報と意見を交換してみませんか。また県の各

種補助金制度の説明をするとともに、みなさんのご意見をお聞きし、県の新たな施策に生かしたいと思います。

　自治体、住民団体、ボランティア団体など、どんなグループの方もお気軽にご参加ください。

■日　　時　平成24年７月24日（火）午後3時から４時30分

■会　　場　江府町防災･情報センター　2階情報研修室

■問い合わせ先　日野総合事務所県民局　商工観光課　☎（72）2081

中山間地域振興策の勉強会と地域づくり意見交換会開催のお知らせ

投票時間 午前7時～午後6時
第1投票所（総合健康福祉センター)、第4投票所（旧明倫小学校）は午後8時まで

当日、投票できない人は、不在者投票・期日前投票を行いましょう。

▲わたしも必ず投票します!
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くらしの情報

　7月9日から住民基本台帳法、入管法などの改正や外国人登録法の廃止により、外国人住民の方も日本人住民と

同様に住民基本台帳法が適応されます。また、住民基本台帳カードの取り扱いも一部変更されます。

■外国人住民の方にも住民票が作成されます。
　外国人の方も日本人と同様に住民票の写しが交付されるようになります。同じ世帯に日本人と外国人がいる場

　合でも、世帯全員が記載された住民票の写しが発行できるようになります。

　・対象となる方

　　観光目的などの短期滞在者を除く、適法に3か月以上在留する外国人で、住所のある方

　　(日本人と結婚しているかた、企業に勤めている方、留学生、永住者の方など)です。

■外国人登録証明書は在留カードへ切り替わります。
　現在お使いの外国人登録証明書は、しばらくは在留カードとみなされますが、今後順次きりかえていただく必

　要があります。

　・永住者の方は平成27年7月8日までに入国管理局で手続きをしてください。

　・それ以外の方は原則在留期間の更新または変更のときに切り替えます。

■転出の届出が必要になります。
　現在、外国人住民の方が江府町外へ転出する際の届け出は不要ですが、7月9日以降は、日本人と同様に江府町

　へ転出の届出とし、転出証明書の取得が必要になります。その後、転入先の市町村役場へ転入届をしていただ

　くことになります。なお、在留資格や在留期間の変更をする場合には、入国管理局で手続きをするだけで、役

　場への届出は不要となります。

■日本人の方は住民基本台帳カードの継続利用が可能になります。
　現在、他市町村に住所を異動した場合、転出前市町村で交付された住民基本台帳カードは使用できなくなりま

　したが、改正後は新しい市町村でもカードを継続してご利用いただけます。

■問い合わせ先　町民生活課　☎（75）3223

住民基本台帳制度がかわります

　「グループ旅行支援制度」は米子ソウル便またはＤＢＳクルーズフェリーをご利用された人数に応じて、渡航

費の一部の助成金を受けることが出来る制度です。（※旅行出発前までに申請が必要です。）

　更に、入会金・年会費無料の「アシアナ山陰ファンクラブ」に入会するとその他にもお得なサービスが受けら

れます。

グループ旅行支援制度＜往復利用の場合＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）

期間：平成25年3月31日出発分まで

■問い合わせ先　山陰国際観光協議会　国際定期航路利用促進委員会

　　　　　　　　鳥取県国際観光推進課内事務局　

　　　　　　　　☎　0857（26）7221

お得な米子ソウル便！利用者支援制度のご案内

2 名以上 4名以上 8名以上 13 名以上 25 名以上 50 名以上
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　平成22年度に町内全域に光ファイバーの敷設・光電話など情報基盤整備行い23年度４月の運用開始から１年余

りが経過しました。この間、無料で実施させていただいておりました光電話関係設備の新設・移設・撤去等にか

かる工事費につきまして、下記のとおり一部経費の負担が必要となります。ご理解とご協力をお願いいたします。

■負担が必要となる時期について
　平成24年10月１日以降の申請受付分からです。

■申請の手続きについて
　ひかりネットワーク設備の設置・撤去には、申請を受付後10日程度必要となります。

　希望される日時が決まりましたら、至急申請等手続きをお願いします。

■電話についての問い合わせ先
　■町内無料通話/告知放送の故障

　　NTT西日本　☎　0120－700－230（受付時間　平日９時～17時）

　■電話/インターネット/光ケーブルの故障

　　NTT西日本　☎　0120－248－995（受付時間　24時間/365日）

　■NTTの各種サービス/インターネットの申込み

　　NTT西日本　☎　0120－931－968（受付時間　平日９時～17時）

　■光通信の新規申し込み/撤去/移転等に関すること

　　江府町役場　企画政策課　☎（75）3305

江府町ひかりネットワーク（電話）設置にかかる経費の一部有料化のお知らせ

新築等にとも
ない設備を新
たに設置する
場合

設置等の

状況

再設置新　設 撤去 移設

無料(※2)

利用者の都合
により設備を
撤去後、３年
以内に再度設
置する場合

設置に必要な

経費の1/2

設置に必要な

経費の1/2

転出などによ
り設備が不要
となり撤去す
る場合

無料

新築・増改築等にと
もない設備を他（屋
内外）の場所へ移設
する場合（一時的な
移設を含む）

利用者の都合（増改
築を伴わない場合）
により、移設する場
合

無料(※2)経費負担

■設置等の状況による経費負担について

※１　文中の設備とは、引き込み線・キャビネット（屋外ケーブル接続箱）・ＩＰ告知端末（個別受信機）・ＯＮＵ

　　　（光回線終端装置）・ホームゲートウエイ（終端機能付光受信装置）です。

※２　幹線の新設及び設備間の延長が規定以上に長い場合など、建物の状況・設置場所などにより一部負担が生じる

　　　場合があります。

※３　新規設置・移設などにより必要となるデータの入力など機器設定に係る経費は本人負担となります。

　厚生労働省では、本年７月３１日現在で、常用労働者を１～４人雇用している事業所を対象に毎月勤労統計調

査特別調査を実施します。

　この調査では、１～４人規模事業所における賃金、労働時間及び労働者数の動向をあきらかにする大切な調査

です。調査対象となる事業所には、７月下旬から８月上旬にかけて統計調査員が訪問して調査を行います。

　調査票に書かれた事柄は、｢統計法｣により厳しく秘密が守られます。

■問い合わせ先　鳥取県企画部統計課　☎　0857（26）7107

毎月勤労統計調査特別調査について（お願い）

▲ひかりネットワーク
(IP告知端末)
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　江府町では、平成25年4月1日採用予定の職員を募集します。
　希望される方は、平成24年度鳥取県町村職員採用資格試験が下記のとおり実施されますので、必ず受験してく
ださい。
■職種及び受験資格

■第1次試験
　実 施 日：平成24年9月16日(日)　時刻及び試験場は受験票交付時にお知らせします。
　試験方法：教養試験、事務適性検査、性格診断検査、作文試験
　第1次合格発表：平成24年10月中旬、合格者に通知します。

■第2次試験
　実 施 日：平成24年10月下旬から11月上旬
　試験方法：口述試験

■合格発表　平成24年11月中旬

■合格から採用まで
　合格者は、採用候補者名簿に一年間登載され、欠員があった場合にそのうちから採用が決定されます。したがっ
　て、合格者の全員が必ず採用されるとは限りません。

■町職員採用試験
　採用候補者名簿に登録された方を対象に、町職員採用試験を行います。

■受験申込期間等
　平成24年7月26日(木)～平成24年8月16日(木)午後5時まで
　申込み用紙は平成24年7月26日(木)から江府町役場又は西部町村会事務局で受領してください。
　郵送の場合、8月16日(木)までに西部町村会に必着のこと。

■受験申込み先　西部町村会事務局　〒683－0054　米子市糀町1丁目160　西部総合事務所　新館2階

■受験申込み用紙の請求・お問合わせ先　
　江府町役場　総務課　☎（75）2211　西部町村会事務局　☎　0859（22）2049

江府町職員募集のお知らせ

■団地名・募集戸数　佐川団地（江府町大字佐川852－1）…1戸（1号棟）

　　　　　　武庫第2団地（江府町大字武庫498）…2戸（2号棟・5号棟）

■家賃等(月額)　佐川団地　家賃 37,000円

　　　　　　武庫第２団地　家賃 40,000円、駐車場使用料 2,000円、テレビ負担金 200円

■入 居 日　平成24年8月1日（水）から

■申込資格　次の①～④のすべてに該当する者

　　　　　　①現に同居し、同居しようとする親族がある者②収入基準に該当する者③現在住宅を所有していな

　　　　　　いもの、もしくは所有している住宅に住めない理由があるもの④入居予定者全員が暴力団員による

　　　　　　不当な行為の防止等に関する法律第2条第6号に規定する暴力団員でない者

■申込締切り　平成24年7月23日（月）午後5時まで（必着）

■申込方法　申込関係書類を町民生活課へご提出ください。（書類は町民生活課でお受け取りいただくか、役場

　　　　　　ホームページからダウンロードしてください。）

■そ の 他　申込者多数の場合は7月25日（水）に役場にて抽選を行います。

　　　　　　（佐川団地：午前9時から　武庫第2団地：午前10時から）

■問い合わせ先　町民生活課　☎　(75）3223

町営住宅の入居者募集

　江府町在住者又は出身者で、昭和52年4月2日か

ら平成7年4月1日までに生まれた人

職 種：一般事務 職 種：保健師

　昭和52年4月2日以降に生まれた者で、保健師免

許を有する者又は平成25年3月31日までに資格を取

得する見込みのある者。



　鳥取県西部広域行政管理組合では、平成24年度の事務局職員及び消防吏員の採用試験を行います。
■採用予定日　　平成25年４月１日
■申込受付期間　　７月30日（月）～８月17日（金）8:30～17:15（土曜日及び日曜日を除く）
　　　　　　　　（郵送の場合は８月17日（金）消印有効）
　　　　　　　　指定の受験申込書により提出してください。受験案内、受験申込書は、本組合ホームページか
　　　　　　　　らもダウンロードできます。（本組合ホームページ）http://www.tottori-seibukoiki.jp/
※事務局職員と消防吏員の申込先が異なりますのでご注意ください。

事務局職員
　■募集職種・人員　　一般事務／３人　電気／１人　機械／１人
　■応 募 資 格　　昭和55年４月２日以降に生まれた方
　■試験日・科目　　第１次試験：９月16日（日）
　　　　　　　　　　教養試験、専門試験（電気・機械のみ）
　　　　　　　　　　第２次試験：10月下旬～11月上旬
　　　　　　　　　 （１次試験合格者に別途通知）作文試験、面接試験
　■申込受付場所　　〒689-3403　米子市淀江町西原1129-1（淀江支所内）
　　　　　　　　　　鳥取県西部広域行政管理組合　事務局　総務課　☎　0859（22）7722

消防局職員
　■募集職種・人員　　消防吏員／15人
　■応 募 資 格　　昭和58年4月2日以降に生まれた方（12人程度）
　　　　　　　　　　平成25年3月に高等学校を卒業見込みの方（3人程度）
　■試験日・科目　　第１次試験：9月16日（日）
　　　　　　　　　　教養試験・体力試験
　　　　　　　　　　第２次試験：10月下旬（予定）
　　　　　　　　　　（第1次試験合格者に別途通知）作文試験・面接試験・健康審査
　■申込受付場所　　〒683-0853　米子市両三柳5452番地　
　　　　　　　　　　鳥取県西部広域行政管理組合　消防局　総務課　☎　0859（35）1953
　■消防職場説明会　　平成24年8月10日（金）　午後1時30分から午後4時まで
　　　　　　　　　　若手職員による消防業務の説明、質疑（申込みは、電話又はEメールで受付）
（消防局ホームページ）http://www.tottori-seibukoiki.jp/syobo/index.htm（e-mail）syobo＠tottori-seibukoiki.jp

防衛大学校学生（一般前期）
　■受験資格　高卒（見込含）21歳未満
　■受　　付　9月3日(月)～10月1日(月)
　■一次試験　11月10日(土)、11日(日)
　＊推薦、総合選抜、一般後期についてはお問い合
　　わせください。

防衛医科大学校学生
　■受験資格　高卒（見込含）21歳未満
　■受　　付　9月3日(月)～10月1日(月)
　■一次試験　10月27日(土)、28日(日)
　
一般曹候補生
　■受験資格　18歳以上　27歳未満
　■受　　付　8月1日(水)～9月7日(日)
　■試　　験　9月17日(月)

自衛官候補生
　■受験資格　18歳以上　27歳未満
　　(男性)受付　随時
　　　　試験　受付時にお知らせします
　　(女性)受付　8月1日(水)～9月7日(金)
　　　　試験　9月23日(日)～26日(水)
　
海上、航空自衛隊　航空学生
　■受験資格　高卒（見込含）21歳未満
　■受　　付　8月1日(水)～9月7日(金)
　■一次試験　9月22日(土)

陸上自衛隊看護学生
　■受験資格　18歳以上　27歳未満
　■受　　付　9月3日(月)～10月1日(月)
　■試　　験　10月20日(土)

平成24年度鳥取県西部広域行政管理組合職員採用試験

陸・海・空自衛官募集
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＊いずれも受験料・入学金・授業料は必要ありません。一次試験は県内で実施されます。

■問い合わせ先　防衛省　自衛隊鳥取地方協力本部米子地域事務所　☎　0859（33）2440
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新着図書案内新着図書案内新着図書案内
♪江府町立図書館♪

平日　8：30～19：00
土日祝　8：45～17：30

開館時間

＊郷土
　鳥取環境大学のヤギの動物行動学

　なぜヤギは、車好きなのか？／小林朋道

＊文学
　風吹く谷の守り人／天野純希

　とうへんぼくで、ばかったれ／朝倉かすみ

　だからこそできること／乙武洋匡、武田双雲

＊技術
　福島原発20キロ県内のペットレスキュー

　おいで、一緒に行こう／森絵都

　高校生からわかる原子力／池上彰

＊家庭生活
　下田直子の刺しゅうの本／下田直子

　麹の漬け物／伏木暢顕、イチカワヨウスケ

＊児童
　テーブルマナーの絵本／髙野紀子

＊絵本
　なみだどろぼう／キャロル・アン・ダフィ

タベールだんしゃく／さかもといくこ

はしれはしごしゃ／間瀬なおかた

鬼のかいぎ／立松和平

　江府町立図書館のホームページから、図書館にある本を
検索することができます。「この本あるかな？」と思った
ときに、すぐにパソコンで検索！ 携帯電話からなら、外出
先からでも検索が可能！ また、検索結果から予約を行うこ
ともできます。ぜひ活用してみてくださいね♪
※資料の予約には、パスワードの登録が必要です。図書館
　の利用申込時にパスワードの登録をしていない方は、図
　書館カウンターでパスワード申請をお願いします。「パ
　スワード登録はしたけど忘れてしまった」という方は、
　新しいパスワードを申請してください。

【江府町立図書館ホームページ】
http://lib.town-kofu.jp/

『なみだどろぼう』キャロル・アン・ダフィ
あなたのそばに、きっと、なみだどろぼう
がいます。ほんとうに悲しくてなみだをな
がすとき、なみだとともに、悲しみもぬぐ
いとってくれます。想像性を育む絵本。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

これは便利！
　ホームページからの蔵書検索♪

　（75）2005
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８月3日　司法書士の日
「全国一斉司法書士無料相談｣を実施します

不動産の相続や売買など登記に関することをはじめ、
成年後見に関すること、借金に関すること、その他訴
訟に関することなど、町民のみなさまの様々な相談を
お受けします。

■日　時　平成24年8月3日(金）午前10時から午後4時
■場　所　鳥取県内のすべての司法書士事務所
■相談例　相続を開始したが、土地や家屋の名義をま
　　　　　だ変えていない
　　　　　ひとり暮らしの老後を安心して過ごしたい
　　　　　もう何年も返済を続けてきたのに一向に借
　　　　　金が減らない。
　　　　　アパートを返却する際、多額の原状回復費
　　　　　を請求された。
■お申込・お問い合わせ先
　　　　　鳥取県司法書士会　☎　0857（24）7013

鳥取県西部医師会　一般公開健康講座～診察室ではなかなか聞けない耳よりな話～

■日　時　平成24年７月19日（木）　午後2時から3時30分
■会　場　米子市文化ホール　
■演　題　「在宅医療のお話」病院や診療所に通えなくなった時のために
■講　師　安達医院　安達敏明院長
■問い合わせ先　鳥取県西部医師会　☎　0859（34）6251

モリモリ遊ぼう！
学ぼう！食べよう！

かけがえのない森のこと、楽しく知ってみませんか?!
夏休みの思い出と宿題はこれで決まりだね！

■開催日　８月５日（日）少雨決行
■場　所　鏡ヶ成キャンプ場（休暇村奥大山）　
■対　象　小学校３年生以上とその保護者の方
■参加費　お一人様800円
■服　装　長そで、長ズボン、運動しやすい靴
■スケジュール
 10時開始→森林のことを知る体験→薪を使ったアウ
　トドア料理→楽しい木工工作→15時解散
■申込締め切り　７月29日（日）（定員30名になり
　次第、募集を締め切ります）
■主催　げんき森森体験教室実行委員会
　(環境省米子自然環境事務所、休暇村奥大山、江府町役場、日野総合事務所)

■お申込・お問い合わせ先
　休暇村奥大山（日野郡江府町御机字鏡ヶ成709-1）
　☎　0859（75）2300

げんき森森体験教室
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防災・情報センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター
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高齢者創作館

高齢者創作館

総合健康福祉センター

防災・情報センター

防災・情報センター

高齢者創作館

江府小学校体育館

総合健康福祉センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

防災・情報センター

江尾診療所

防災・情報センター

運動公園

防災・情報センター出発

運動公園

防災・情報センター出発

防災・情報センター

防災・情報センター

運動公園

防災・情報センター

防災・情報センター

山村開発センター

10:00～12:00

13:30～15:30

19:00～20:30

9:30～16:00

13:00～16:00

19:00～21:00

14:00～15:30

9:30～11:30

19:00～21:00

10:00～12:00

13:30～15:30

9:30～11:30

13:30～15:30

13:30～15:00

19:00～20:30

8:30～16:30

9:00～12:20

8:30～16:30

9:00～12:20

13:30～15:30

10:00～12:00

8:30～16:30

10:00～12:00

14:00～15:30

13:30～16:00

広域隣保活動（囲碁教室）

公民館講座（大正琴）

公民館講座（墨彩画）

住民健診

人権・同和教育講座「たんぽぽ学級」

住民健診

住民健診

明徳学園

公民館講座（陶芸）

広域隣保活動（陶芸教室）

住民健診

公民館講座（フラダンス）

太極拳クラブ

江府小・中学校終業式

広域隣保活動（陶芸教室）

子どもたんぽぽ学級

ポリオ予防接種

公民館講座（パッチワーク）

公民館講座（樹脂粘土）

人権・同和問題研修会

もの忘れ外来

公民館講座（ヒップホップ）

山陰少年ソフトテニス大会（中学校・男子）

山陰少年ソフトテニス大会（中学校・女子）

公民館講座（和紙折紙）

公民館講座（グラスアート）

山陰少年ソフトテニス大会（小学校）

公民館講座（大正琴）

公民館講座(フラダンス)

農地相談会

受付  8:30～10:30
　　13:30～15:00

受付  8:30～10:30
　　13:30～15:00

受付  8:30～10:30
　　13:30～15:00

受付  8:30～10:30
　　13:30～15:00

受付
14:00～14:30

受付
13:00～16:00

補聴器修理相談会
（中国補聴器センター）

児童館夏休み体験活動「あさがお教室」
（下蚊屋ダム見学とブルーベリー摘み）

児童館夏休み体験活動「あさがお教室」
（グラウンドゴルフ）

固 定 資 産 税 ２ 期
国民健康保険税２期
介護保険料２期
後期高齢者医療保険料１期

　日本年金機構から送られている

納付書を添えて金融機関でお支払い

ください。

　なお、口座振替の方は、上記期限

が振替日です。

◎
お
誕
生
お
め
で
と
う

 (

住
所
）

　（
氏

　名
）
（
性
別
）
（
保
護
者
）

武

　庫

　大
谷

　弥
寿

　 

男

　
　

    

英

袋

　原

　千
藤

　弘
翔

　 

男

　
　

  

勝
弘

◎
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

 (

住
所
）

　（
氏

　名
）
（
年
齢
）
（
世
帯
主
）

池
の
内

　藤
原

　晴
江

　

 

98
歳

　
　

 

浩
行

佐

　川

　森
谷

　明
夫

　

 

75
歳

　
　さ
ち
子

御

　机

　川
上

　
�子

　

 

83
歳

　
　

 

本
人

杉

　谷

　末
次

　録
郎

　

 

96
歳

　
　

 

清
士

　社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
６
月
分
）
敬
称
略

◎
見
舞
い
返
し
と
し
て

　
　下
蚊
屋

　小
椋

　喜
美

　本
人
退
院

　
　荒

　田

　小
滝
志
津
江

　本
人
退
院

　
　荒

　田

　井
上
弥
之
助

　本
人
退
院

◎
香
典
返
し
と
し
て

　
　柿

　原

　奥
田

　隆
範

　母
か
め
死
去

　
　宮
市
原

　米
田

　
　誠

　子
勲
死
去

人
の
動
き
６
月
届
（
敬
称
略
）

ご
寄
付

7月 J U LY 8月 AUGU S T行事カレンダー

今月の国民年金

《７月の納税は》

納付期限 ７月分

　平成24年８月31日まで

納期限は７月31日(火)です。（口座振替は７月31日）

23 平成24年７月号

日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

島根県西ノ島町

江尾診療所

防災・情報センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

本町五丁目集会所

防災・情報センター

防災・情報センター出発

江府小学校体育館

本町五丁目集会所

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

本町五丁目集会所

防災・情報センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター集合

本町五丁目集会所

9:30～17:00

19:00～20:30

14:00～16:00

10:00～12:00

9:00～12:20

10:00～12:00

9:30～12:00

13:30～15:00

13:30～15:30

19:00～20:30

10:00～12:00

19:00～21:00

19:00～20:30

13:30～15:30

9:00～15:20

10:00～12:00

西ノ島交歓臨海学校　～3日

もの忘れ外来

公民館講座（押し花）

人権・同和教育講座「たんぽぽ学級」

赤ちゃん健診・BCG予防接種

広域隣保活動（パソコン教室）

公民館講座（大正琴）

子どもたんぽぽ学級

広域隣保活動（手芸教室）

公民館講座（気功体験教室）

公民館講座（書道）

公民館講座（ヒップホップ）

家族の会

広域隣保活動（生花教室）

公民館講座（いけばな）

ぼちぼち倶楽部

広域隣保活動（編み物教室）

受付
13:00～16:00

受付
13:00～13:30

児童館夏休み体験活動「あさがお教室」
（米子ワークホーム体験と山陰放送見学）

児童館夏休み体験活動「あさがお教室」
（グラウンドゴルフ）



７月誕生 地域の宝物７月誕生 地域の宝物７月誕生 地域の宝物 発行月に誕生日を迎えられる満５歳までのお子さんの

写真を募集しています。住所・お子さんの生年月日・

保護者氏名を記入のうえ、30字程度のコメントを添え

て総務課まで郵送、持参、メールをしてください。（保育園編）

地域の子どもは地域で守ろう地域の子どもは地域で守ろう

発行／江府町役場 編集／総務課　印刷／冨士印刷（有）
〒689－4401  鳥取県日野郡江府町大字江尾475
TEL（0859）75－2211　FAX（0859）75－2389
ホームページURL：http://www.town-kofu.jp/

町

長

後

記

町

長

後

記

　６
月
17
日
に
貝
田
地
区
運

動
会
に
ご
案
内
を
頂
き
参
加

し
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に

恵
ま
れ
集
落
の
皆
さ
ん
の
元

気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
町
全
体
も
貝
田
集
落

の
よ
う
に
元
気
に
し
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　あ
の
規
律

正
し
い
動
作

に
、
見
て
い

る
だ
け
の
私

で
さ
え
気
が

引
き
締
ま
る
思
い
を
し
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。

　今
年
４
月
よ
り
、
私
も
消
防
団
の
一

員
と
な
り
、
初
め
て
の
操
法
を
す
る
機

会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
々
、
緊
張

感
あ
る
練
習
で
、
心
身
と
も
に
鍛
え
ら

れ
、
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
西
部

大
会
で
は
優
秀
番
員
賞
な
ど
身
に
余
る

賞
を
い
た
だ
く
こ
と
で
き
、
大
変
喜
ん

で
お
り
ま
す
。

　今
度
の
県
大
会
で
も
良
い
結
果
に
つ

な
が
る
よ
う
、
気
負
う
こ
と
な
く
自
分

に
出
来
る
こ
と
を
精
一
杯
や
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　消
防
団
に
は
、
操
法
の
み
な
ら
ず
幅

広
い
活
動
・
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　今
後
、
様
々
な
経
験
を
重
ね
、
消

防
・
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　役
場
建
設
課
勤
務

おとうさんだーいすき。いっぱい
あそんでね。

さわやま　りんちゃん(4才)
おかあさんずっとげんきでいて
ね。そしていっぱいあそんでね。

やまもと　つばきちゃん(6才)

おとうさん、おかあさん、おにい
ちゃんだいすき。
みなとやまこうえんで、いっしょ
にあそぼう

ふじはら　こうたちゃん(6才)

ママとパパといっしょに、いっぱ
いあそびたい。

かわかみ　せあちゃん(4才)
おとうさん、おかあさんだいすき
ぼくとりょうたくんといっぱいあ
そんでね。

しみず　ゆうきちゃん(5才)

パパ、ママ
一言メッセージ

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会｢

準
優
勝｣

に
輝
い
た
第
２
分
団
の
新
任
団
員

（
伴
藤
雅
哉
さ
ん
）
に
、
消
防
団

に
対
す
る
熱
い
想
い
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た


